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				このページは検証済みです
痴態の限を盡す歡樂の巴里に復歸する事も遠きに非ざるべし、只昨今も依然として欠乏を吿げつゝあるは砂糖にして珈琲等飮用の際にはサツカリンを以て之に代へつゝあり。

　米國兵は此頃こそ大分數も少くなりたれ一時は盛に巴里を荒らし廻りし者にて彼等は一兵卒と雖日本の將校等よりは多額の給料を受くるが故に金遣も隨つて荒くして湯水の如く是を酒と女とに注ぎ込むなり、聞く所によれば米國兵の佛人と結婚して本國に歸り行く者七萬人、其內過半は淫賣婦なりと云ふ、亦以て彼等が發展の程を察知し得べし、然れども彼等の亂暴には佛人何れも閉口し居れり、例之本年二月マキシムなる一料理店に於て一時に二名の死者を出せる椿事出來せり、即ち或佛國
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